
年月日 講師 テーマ 掲載号 国際理解に関わる講話

1919.10.04 牧野伸顕 ベルサイユ会議に関すること 第35号 ○
1919.11.01 プリッチャード 特殊洋画法について。展覧会も 第35号 ○
1920.03.27 高楠順次郎 欧州近況視察談 第35号 ○
1920.04.17 長瀬鳳輔 「大戦の斎せる世界地図の変更」 第35号 ○
1921.09.24 山本信次郎 皇太子殿下渡欧供奉中の見聞談 第37号 ○
1921.11.11 姉崎正治 「人心の動揺と国際関係」 第37号 ○
1922.04.15 神田乃武 欧米帰朝談 第37号 ○
1922.09.23 山内繁雄 「遺伝に就て」 第38号
1922.11.25 井上哲次郎 欧米視察談 第38号 ○
1923.04.21 高田忠周 「漢字の起源と三大文明」 第38号 ○
1923.05.02 団琢磨 欧米美術の素人観　 　　　※泰西美術品展覧会 第38号 ○
1923.05.02 藤原銀次郎 泰西の礼節と我茶道　　 　※泰西美術品展覧会 第38号 ○
1923.05.02 南條金雄 欧米絵画観　　　　　　　　　※泰西美術品展覧会 第38号 ○
1924.03.28 稲田昌植 ｢農村問題に就て」 第39号
1924.04.26 井出謙次 欧米視察談 第39号 ○
1924.10.04 東郷安 「世界の無線電信に就て」 第40号 ○
1924.10.04 毛利元良 「無線電話について」 第40号
1924.11.15 武者小路公共 ｢欧米視察談」 第40号 ○
1925.03.28 広沢金次郎 「西班牙の国情」 第40号 ○
1925.04.25 松岡均平 「印度支那旅行談」 第40号 ○
1928.05.28 荒木東一郎、松井龍吉 世界一周選手の講話。　※選手を招待した午餐会 第43号 ○
1928.06.26 船越光之亟 「支那近況に就て」 第43号 ○
1930.05.14 土岐章 ｢英国産業運動の一端」　※英国市場統制局に係る国産愛用ポスター展覧会 第45号 ○
1933.12.14 ハブラビ汗 「アフガニスタン国情に就いて」　　通訳あり 第49号 ○
1934.02.22 山田雲峰 強健法の講話と実演。通常総会後の同族懇親会 第49号
1934.10.07 宍戸功男 「北部興安嶺突破談」 第50号 ○
1934.10.07 三宅忠強 「熱河作戦ニ於ケル部隊行動」 第50号 ○
1934.11.22 原道太 「海洋少年ト南海遠航ニ就テ」 第50号 ○

(出典)華族会館『華族会館報告』第31号、第33号、第35号、第37号、第39号、第40号、第43号、第45号、第49号、第50号、1916年～1935年。

※　華族会館報告第31号には大正4年2月17日、1月23日、4月24日、6月14日、10月16日に講話会があったとされるが、詳細は不明である。そのためこの表からは省略した。

表　華族会館主催の講話会


